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PowerPoint 展示資料・リスト 

1 タイトル勝野金政遺言            1984 年 1 月 13 日死去直前妻に書き留めさせた遺言 

       生母つやの墓碑に刻んだ献辞     1978 年建立 

 これまでの勝野金政検証活動報告   ソ連崩壊後 1994 年 2 月加藤哲郎教授の問い合わせから始まる 

2 1989 年 1 月 16 日付けソ連最高会議会令第 1 条の適用による名誉回復決定証明書 

1996 年 12 月 24 日付け遺族の請求によるロシア連邦最高検察庁より公布された名誉回復証明書 

3 『早稲田学報』2000 年 5 月号 「父勝野金政の名誉回復―旧ソ連 KGB 文書館を訪ねて」― 

  2001 年 12 月 15 日（日）『勝野金政生誕 100 年記念シンポジウム』早稲田大学小野梓講堂 

シンポジウム開催へ賜る奥島孝康早稲田大学総長メッセ－ジ 

2012 年 4 月 21 日第 12 回「桑野塾」報告（早稲田大学文学部桑野隆教授公開講座） 

 「モスクワ KGB 公文書館と白海ラ－ゲリ検証報告」 

   加藤哲郎教授 『日本のソルジェニ－ツｲン・勝野金政の生涯』 

   稲田明子   『父・勝野金政ラ－ゲリ記憶検証の旅』 

2014 年 5 月 17 日第 23 回「桑野塾」報告 

  「勝野金政・ソルジェニ－ツｲンハウス報告」 

    稲田明子『80 年ぶりのロシア帰還―作家・勝野金政の使命と届けて』 

加藤哲郎教授『革命の消えたロシア・ロックと愛国のメ－デ－』 

4  2017 年 10 月 28 日第 46 回「桑野塾」報告 

   「ロシア革命 100 年と対峙して」 

    エカテリ－ナ・コムコ－ヴァ『スタ－リンは優秀な指導者か？非道な独裁者か？』 

    稲田明子『身近なロシア・ソ連の亡命者たちの運命』 

―日本のバレエの母エリアナ・パヴロバと日本のソルジェニ－ツｲン・勝野金政― 

5  勝野金政検証記載著書 

   加藤哲郎著『モスクワで粛清された日本人』30 年代共産党と國崎定洞・山本懸蔵の悲劇 青木書店 1994 

   加藤哲郎著『情報戦と現代史日本国憲法へのもうひとつの道 』花伝社 2007 

   藤井一行・稲田明子編 『勝野金政著作集』CDROM 2001 

   『アリ－ナ』20 号 特集ソヴィエトの世紀 中部大学編 2017 

           「白海・バルト運河と勝野金政」藤井一行  「藤井一行先生と勝野金政」稲田明子 

6「勝野金政没後 30 年記念」ロシア語広報 

  2014 年 4 月 29 日開催 主催ソルジェニ－ツｲン記念亡命外国人センタ－広報 

  同上 主催広報、当日プログラム  「勝野金政没後 30 年記念プロジェクト」国内広報 

7  ソルジェニ－ツｲン記念亡命ロシア人センタ－と当日スナップ 

受付・友部保子氏 写真・山本武利先生 壇上左より 当センタ－プロデュ－サ－・ナタリヤ氏 

基調講演・加藤哲郎先生 通訳 モスクワ放送文化部長・リュドミラ サ―キャン先生 稲田明子 

 

「インテリジェンスは剣より強し！」―対ソ情報戦にヒュ－マニズムを貫いた父・勝野金政― 

                生誕 120 年にあたり        報告 稲田 明子 
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8 「ロシアの声」モスクワ放送 日本版 モスクワ放送文化部長リュドミラ サ―キャン先生執筆 

       勝野金政モスクワ時代 1928（昭和 3）年.3-~1934（昭和 9）年.7- - 

9 外務省外交資料館保存 第三章「コミンテルン」関係諸問題 第 3 項 勝野金政  提供 加藤哲郎先生 

10 旧日本公使館  1934.7.10 保護をもとめ飛びこんだ日本公使館 

11 片山潜生誕 70 歳祝賀会写真（提供 島田顕先生）『戦記』三月号 昭和５年「サヴェ－ト通信」勝野寄稿 

  片山潜の勝野保証書   オット―・ク－シネンへの推薦状 （提供 富田武先生） 

12 KGB 公文書館保存記録リスト 作成藤井一行教授 

  逮捕直後 OGPU への釈放申請文書   ロシア連邦最高検察庁発行名誉回復証明書 

13 奇跡の生還報道 『東京朝日新聞』昭和 9 年 8 月 1 日 『朝日新聞』昭和 9 年 8 月 10 日 

          オデッサ領事田中文一郎夫人久子書面「各大使館への勝野捜索報告」 昭和 5 年 

14 1934 年「スタ－リン記念・白海運河建設」との日ソ同時出版 

   1934 年刊行―1937 年販売停止―1998 年再刊 （GPU 長官運河建設責任者ヤ－ゴダ粛清による停止か？） 

ゴルキ－、アヴェルバッフ、フィ－リン編 

1934 年 勝野金政『赤露脱出記』日本評論社 編集担当 石堂清倫 

勝野金政日本生還・作家活動期 1934（昭和 9）年.8~1937（昭和 12）年秋 

15 勝野金政著作集 

   『赤露脱出記』1934 日本評論社  『ソヴィエトロシアの今日の生活』1935 

   『コミンテルンの歴史と現勢』   1936 年千倉書房財団法人-昭徳会編 

   『二十世紀の黎明』1936 年 第一書房   『ソヴェ－ト滞在記』1937 年 千倉書房 

                晩年の著作 

   『藤村文学 人とその風土』1973 年 木耳社 『凍土地帯』1976 吾妻書房  

   『白海に怒号する― カナ－ル・アルメ 運河軍』1978 CDROM  『今日の妻籠』1980 私家版 

16『赤露脱出記』序文 

17『文芸』八月号 昭和 12 年 勝野金政「モスクワ」 

 昭和 12 年  運命の年  秋・作家から参謀本部第２部第 5 課・ロシア課 嘱託出仕―後 8 課 

 土居明夫課長の招聘 「東亜新秩序の確立」に共鳴  

  『文芸』八月号  アグネス・スメドレイ『馬』と勝野『モスクワ』同時掲載の背景  

18 アグネス・スメドレイ「馬」広告「女一人大地を行く」訳白川次郎―尾崎秀実 

  注目－「上海ゾルゲ団」主要メンバ－の短編掲載、広告本訳者は尾崎のペンネイム－日本出版界へ登場 

19 『二十世紀の黎明』とパ－ル・バック『分裂する家』訳新居格  著書・著者一大キャンペ－ン広告紙面 

   『セルパン』 昭和 12年 2月号第一書房 

     参謀本部第 5 課・8 課期 1937（昭和 12 年秋）~1945（昭和 20）年・3 月 

20 ゲンリッヒ・リュシコフ GPU 長官亡命事件 

   『東京日日新聞』昭和 13 年 7 月 3 日 「暗黒のソ連を逃れて」提供 原田健一先生 

『週刊朝日』昭和 50 年 7 月 30 日号 竹岡豊手記「私がリュシコフを撃った」提供 加藤哲郎先生 

21 発禁『コミンテルンの歴史と現勢』-警視庁買い取り再刊  財団法人昭徳会版 

   『滅共読本』 政治学博士・五来欣造・勝野金政共著 国際反共連盟発行 

    ※補足 五来欣造『現代』七月号「時の話題・統帥権問題」昭和 5 年 大日本雄弁会講談社 

―統帥権の独立に反対表明 

22 挙式 五来欣造長女・光子と結婚昭和 15 年 3 月軍人会館 来賓 ロシア課・8 課の方々の寄せ書き、 

祝儀袋等 秋草俊 多田督智、山岡道武、矢部忠太 甲谷悦雄、岡田桑三、武田功、原善一郎他 
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23 東方社 岡田桑三と創立活動 命名Восток
ヴ ォ ス ト － ク

-東方 『FRONT』企画 社員写真-壮行記念 社員慰労会 

24『FRONT』ロシア語版 海軍                    

25 中田光男氏訪問写真―加藤先生原田先生稲田  参謀本部八課「対ソ宣伝資料」保存者 

    「対ソ宣伝」資料ロシア語文書「矢部忠太八課課長のリュシコフの要望に対する答弁」 

中田光男代筆ロシア語文書  和訳エカテリ－ナ・コムコ－ヴァ先生 

中田光男氏寄稿「リュシコフ大将に捧げるレクイエム」『勝野金政生誕   100年記念シンポジウム』冊子 2001 

26企画書 1「参謀本部付属対「ソ」宣伝機関の機構について 勝野起案 昭和 16年 4月 10日 

27企画書 2設置部の役割、員数、予算 

28企画書 3組織図                                                 

29企画書 4対ソ宣伝用ビラ文案作成要領  

30「独ソ戦と知識人の表情（アンケ－ト）」『文芸』 八月号 昭和 16年―その背景  

   ハガキ回答  ★独ソ戦争の報を、何時、何所で、どんな風に聞きましたか？ 

          ★そして、どんな感想をもちましたか？ 

            注目―回答 勝野金政 尾崎秀実   

その背景―ゾルゲの功績   参考文献加藤哲郎 『ゾルゲ事件』覆された神話 平凡社 2014 

31幻の対ソ戦ビラ文案 1 厭戦反戦和平―銃後ニ於ケル窮迫並ニ弾圧宣伝 昭和 18年 4月 23日作成 

32幻の対ソ戦ビラ文案 2 戦争の闡明―世界新秩序建設ノ理念宣示 18年 5月 1日、 投降勧告 5月 19日作成 

33リュシコフとソ満国境視察 昭和 18年 8月 約 1ヶ月間 

  京城-安東-奉天-新京-ハルピン-黒河-牡丹江-図們-元山-京城-釜山-下関 

34米林富男氏手記「夜明け前」敗戦間近の駿河台分室-和平工作 敵軍上陸対策 

         東洋大学教授  アダム・スミス『道徳情操論』訳者 

  勝野と共に昭和 45年 4月木曽疎開 関口存男（ドイツ語学者）霧島龍太郎（『大陸新報』）一家・関係者 

35 駿河台技術研究所・駿河台分室をめぐる著書・編書 

    『日の丸アワ－』対米謀略放送物語 池田徳眞 中公新書 昭和 54年  

『プロパガンダ戦史』池田徳眞       中公新書 昭和 56年 

    『駿河台分室物語』Bunka camp story 池田徳眞著（英語版）訳・編 名倉有一・和子  私家版 

    『駿河台分室物語』資料編  編 名倉有一 私家版  20015年（上記共） 

    『猫のしっぽ』 小林久子 文芸社 2003年 

             晩年の旧交 

36「参八会」 昭和 55年 5月 10日 於霞会館 参加者署名 会員名簿添付「第八課の沿革」参加者記念写真 

            日露のかけはし 

37 1998 年 6 月. モスクワドンスコイ修道院内墓地内シベリア抑留者日本人慰霊碑 ご供養 

ハルピン総領事宮川船夫     満州国皇帝溥儀側近吉岡安直 

20014 年 5 月モスクワドンスコイ修道院内日本人シベリア抑留者共同慰霊碑 ご供養  

      ウラジ－ミル日本人慰霊碑ご供養 秋草俊ハルビン特務機関長 加藤泊治郎関東軍憲兵隊長 

38 ロシア国立グラ－グ歴史博物館へ勝野金政関連文書資料・遺品寄贈 関連新聞報道  

  ロシア連邦保安局中央文書館 ロシア国立現代史資料センタ－ ロシア国立社会政治史文書館 保存文書 

 産経新聞 2017（平成 17）年 11月 24日 「百年の蹉跌」矯正から労働力へ 収容所群島の悲劇 

  東京・中日新聞 2020（令和 2）年 11 月 16 日 粛清告発した日本人 勝野金政手記に実態は国家主義 

39 勝野金政関連報道リスト 



40 東京・中日新聞 2021（令和 3）年.10 月 13.日夕刊「階級闘争の作家」藤村 世界初ソ連で「破戒」翻訳 


